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2.1.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
組込みシステム論，基盤システム学，ソフトウェア演習Ｃ，基盤システム演習Ａ，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・
制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
プログラム言語特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール， 
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ＡＯ・推薦合格者の入学前課題（数学）用のテキスト執筆 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 片町健太郎，猪股俊光，榑松理樹「ソフトウェア情報学のための高校数学」，三恵社, 2014 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Shintaro Imai, Mariko Miyamoto, Mingrui Cai, Yoshikazu Arai, Toshimitsu Inomata, “Data Processing Method 
for Human Motion Estimation to Reduce Network and Sensor Node Loads”, Int. J. of Cognitive Informatics 
and Natural Intelligence, Vol. 7, No. 1, pp. 58 – 74, 2013. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 趙冰煕，清水遥，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“データ解析・処理場所を自律的に変更するセンサシステ
ムの一検討”, 情報処理学会シンポジウムシリーズ, Vol. 2013, No. 6, pp. 228 – 235, 2013. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“プログラムの関数・変数関係の一表現法”，信学
技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-40, pp. 49-54, 2013. 
2) 福原和哉，高橋耶真人，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビュー支援システムのための関数・変数
関係の可視化実現法”，信学技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-41, pp. 55 – 60, 2013. 
3) 今野翔太，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“不揮発性ネットワークのための順序制御機能の検討”， 平成
25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1F05, 2013. 
4) 岡田卓也，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“モデル検査を用いたペトリネットの解析の一手法”，平成 25
年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1E06, 2013. 
5) 新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“前方視認性向上のための先行車両の車体領域の抽出”，電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-5, 2014. 
6) 中家巧貴，高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビューのためのプログラムグ
ラフとその解析法”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-104 
(p.4), 2014. 
7) 齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転者の視線に基づく注意喚起システムのための人
物検出”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-106 (p.6), 2014.
 
2.1.リアルタイムシステム学講座 
5 
8) 西銘大貴，齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転時の注視領域抽出のための動的ヒー
トマップ”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-105 (p.5), 
2014. 
9) 猪股俊光，福原和哉，高橋耶真人「組込みソフトウェアの品質向上のための自動検査システムの開発」，第１回
岩手県立大学研究成果発表会 i-MOS 後援会，2013. 
(e) 研究費の獲得 
1) Ｈ25 年度全学研究費 i-MOS 研究課題，945 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学科長，学部総務委員会委員長，学部入試部会長，学部・研究科運営委員，学部戦略会議委員 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 八戸工業校等専門学校電気情報工学科 非常勤講師（システム工学） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ(株)との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
特になし 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
車載ソフトウェアの品質向上のための自動検査システムの開発 
 組込みソフトウェア開発では，製品出荷前のソフトウェア検査が品質向上の観点から非常に重要である．本研究
課題では，主に人手によって行われていた検査作業の一部を自動化する検査システムを開発した．検査システムは
Ｃ言語のソースコードを対象とし，MISRA-C(Ｃ言語のコーディング標準規約の一つ)の検査項目が適用可能(一部制
限有り)，検査項目の追加が可能，GUI による操作が可能，といった特徴をもつ． 
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職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ハードウェア基礎，ファームウェア学，基盤システム演習 B，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，ソフ
トウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Shintaro Imai, Mariko Miyamoto, Mingrui Cai, Yoshikazu Arai, Toshimitsu Inomata, “Data Processing Method 
for Human Motion Estimation to Reduce Network and Sensor Node Loads”, Int. J. of Cognitive Informatics 
and Natural Intelligence, Vol. 7, No. 1, pp. 58 – 74, 2013. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 趙冰煕，清水遥，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“データ解析・処理場所を自律的に変更するセンサシステ
ムの一検討”, 情報処理学会シンポジウムシリーズ, Vol. 2013, No. 6, pp. 228 – 235, 2013. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“プログラムの関数・変数関係の一表現法”，信学
技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-40, pp. 49-54, 2013. 
2) 福原和哉，高橋耶真人，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビュー支援システムのための関数・変数
関係の可視化実現法”，信学技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-41, pp. 55 – 60, 2013. 
3) 今野翔太，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“不揮発性ネットワークのための順序制御機能の検討”，平成
25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1F05, 2013. 
4) 岡田卓也，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“モデル検査を用いたペトリネットの解析の一手法”，平成 25
年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1E06, 2013. 
5) 新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“前方視認性向上のための先行車両の車体領域の抽出”，電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-5, 2014. 
6) 中家巧貴，高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビューのためのプログラムグ
ラフとその解析法”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-104 
(p.4), 2014. 
7) 齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転者の視線に基づく注意喚起システムのための人
物検出”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-106 (p.6), 2014.
8) 西銘大貴，齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転時の注視領域抽出のための動的ヒー
トマップ”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-105 (p.5), 
2014. 
(e) 研究費の獲得 
2.1.リアルタイムシステム学講座 
7 
1) 平成 25 年度いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター研究課題，前方環境の視認性向上のた
めの対車両映像投影システム，1,500,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
平成 25 年度岩手県立大学研究成果発表会 【i-MOS 部門】優秀賞 受賞 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
地域連携本部副本部長，ハラスメント防止対策委員会，i-MOS 企画運営委員会，職務発明審査会 
(b) 学部/研究科の委員会 
特になし 
(c) 学生支援 
競技用カート EV 化プロジェクト 指導 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) いわて ICT 利活用促進会議 委員 
2) ICT 地域振興サポーターズ ICT 地域振興マスター 
3) 滝沢村産学共同研究事業費補助金審査会 会長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) JST ネットワーク形成地域型運営委員会 委員 
2) いわて組込み技術研究会 講演「未来の組込み系技術者確保に向けた取組み ～ IT 体験教室の事例紹介 ～」
3) とうほく組込み産業クラスタ 講演「群ロボットのための局所的通信システム」 
(c) 一般教育 
1) ET ロボコン 2013 東北地区 技術委員長 
2) 二輪ロボットモデリング実践研修（岩手県） 講師 
3) 家族ロボット教室 アシスタント 
4) IT 体験教室「歩行ロボットの制御」 講師 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ（株） 共同研究 
2) （株）ミクニ 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '13 プログラム委員 
2) 日本機械学会論文集編集委員会 校閲委員 
3) IEEE Transactions on Robotics 査読 1 件 
(f) その他 
岩手県立大学 平成 25 年度学長表彰 受賞 
 
[主な業績］ 
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前方視認性向上のための先行車両の車体領域の抽出 
輸送手段の中核をなす貨物自動車に代表される数多くの大型車両が日々道路を往来している．車列の中で大型車
両は後続車両の運転者の前方視界を遮り，進行方向にある信号の状態など運転に必要な視覚情報の取得を妨げる．
その結果，先行車両の急ブレーキに対して，それを予測できない後続車両が追突する事故が発生している．この問
題に対して，鈴木らは先行車両が撮影した車両前方の車載カメラ映像を後続車両に伝送し，それを後続車両の運転
者に提示することによって視覚を補うシステムを提案している．このシステムでは，映像提示手段としてヘッドア
ップディスプレイを想定しており，先行車両が遮る背景に重なるようにフロントガラスに投影する．しかし，投影
面であるフロントガラスまでの距離が短いため，他の同乗者の視点からは映像と背景とがずれ，大きな違和感を生
じる．また，フロントガラス上の大きな領域に映像を投影することは，視界が遮られていない領域における視認性
の低下を招く． 
本研究では，先行車両から取得した映像を後続車両が先行車両の車体に投影することによって前方の視認性を向
上する運転支援システムの実現を目指し，投影すべき先行車両の車体領域を識別する手法を提案する． 
(新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“前方視認性向上のための先行車両の車体領域の抽出”，電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-5, 2014. より引用) 
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職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システム学，離散数学，ソフトウェア演習 A，基盤システム演習 C，基礎教養入門，学の世界入門，プロジェク
ト演習 I・II，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール， 
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトェア演習 2013 テキスト編集 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Shintaro Imai, Mariko Miyamoto, Mingrui Cai, Yoshikazu Arai, Toshimitsu Inomata, “Data Processing Method 
for Human Motion Estimation to Reduce Network and Sensor Node Loads”, Int. J. of Cognitive Informatics 
and Natural Intelligence, Vol. 7, No. 1, pp. 58 – 74, 2013. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 趙冰煕，清水遥，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“データ解析・処理場所を自律的に変更するセンサシステ
ムの一検討”, 情報処理学会シンポジウムシリーズ, Vol. 2013, No. 6, pp. 228 – 235, 2013. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“プログラムの関数・変数関係の一表現法”，信学
技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-40, pp. 49-54, 2013. 
2) 福原和哉，高橋耶真人，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビュー支援システムのための関数・変数
関係の可視化実現法”，信学技法, Vol. 113, No. 269, SS2013-41, pp. 55 – 60, 2013. 
3) 今野翔太，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“不揮発性ネットワークのための順序制御機能の検討”， 平成
25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1F05, 2013. 
4) 岡田卓也，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“モデル検査を用いたペトリネットの解析の一手法”，平成 25
年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1E06, 2013. 
5) 新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“前方視認性向上のための先行車両の車体領域の抽出”，電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-5, 2014. 
6) 中家巧貴，高橋耶真人，福原和哉，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“コードレビューのためのプログラムグ
ラフとその解析法”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-104 
(p.4), 2014. 
7) 齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転者の視線に基づく注意喚起システムのための人
物検出”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-106 (p.6), 2014.
8) 西銘大貴，齋藤大貴，新井義和，菊池康弘，今井信太郎，猪股俊光，“運転時の注視領域抽出のための動的ヒー
トマップ”，電子情報通信学会 2014 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-105 (p.5), 
2014. 
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(e) 研究費の獲得 
特になし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，入試実施委員会 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科「情報処理演習 A」担当 
岩手県立大学生協 監事 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) ET ロボコン 2013 東北地区審査委員 
2) 二輪ロボットモデリング実践研修（岩手県開催分） 講師 
3) 震災復興支援家族ロボット教室 補助員 
4) IT 体験教室 講師 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
特になし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会 DPS 研究会 運営委員 
2) 情報処理学会 DPS 研究会ワークショップ 2013 プログラム委員 査読（5件） 
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大量のセンサデータに対する知的情報処理手法に関する研究 
Systems for estimating human motion using acceleration sensors present the following two problems: 1) 
advanced analysis and processing of sensor data are difficult because of resource limitations of sensor 
nodes; and 2) such analyses and processes burden the network because numerous sensor data are sent to the 
network. Our proposed method described herein for sensor data analysis and processing uses a host computer 
located near sensor nodes (neighborhood host). This method is intended to achieve a good balance between 
reduction of the network load and advanced sensor data analysis and processing. Moreover, this method 
incorporates reduction of the load to sensor nodes. To evaluate our method, we implement two prototype systems 
that use different machine learning methods. We conduct some experiments using these prototype systems. 
The experimentally obtained results demonstrate that the proposed method can resolve two problems. (Shintaro 
Imai, Mariko Miyamoto, Mingrui Cai, Yoshikazu Arai, Toshimitsu Inomata, “Data Processing Method for Human 
Motion Estimation to Reduce Network and Sensor Node Loads”, Int. J. of Cognitive Informatics and Natural 
Intelligence, Vol. 7, No. 1, pp. 58 – 74, 2013. より引用) 
